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別 紙 

 

論文審査の結果の要旨 

 

Heller 氏の博士論文の内容はすでに発表された３篇の論文の内容を踏まえて，研究の背景

と動機を含めて，研究の結果を統一的視点からまとめたものである。論文の目的は弦理論お

よび M 理論に現れる双対性と呼ばれる非常に高い対称性の構造，特に様々なフラックスが存

在する場合の理論の構造を解明することにある。論文は大きく分けて，弦理論および M 理論

に現れるフラックスに関する研究と，高階ゲージ理論の非アーベル化に関する研究における

２つの結果を含む。これらの研究の道具として用いられているのが，次数付シンプレクティ

ック多様体または QP 多様体と呼ばれる超空間上の微分演算であり，論文にはそれらの導入も

含まれている。 

 第１の結果は，超空間上の形式を用いることにより弦理論のコンパクト化によって現れる

様々なフラックスを統一的に記述し，結果として得られるビアンキ恒等式など，それまでに

知られているフラックスに関する関係式を含むより一般的な式を構成することに成功してい

る。第２の結果は高階ゲージ対称性を非アーベル化したときに現れる虚曲率の問題の一つの

解放を与えている。いずれも，それまでに無いアプローチでそれぞれの問題に関して新しい

知見を与えるものであり博士論文の内容として十分な結果である。また，論文はレビュー部

分も含めて必要十分な内容が研究の背景と議論する問題点と研究の結果が簡潔に書かれてい

る。最終試験による審査および予備審査会における発表も非常に明快かつ簡潔であり，質疑

応答も含め十分に合格に値する内容であった。以上の結果は，Heller 君が自立して研究活動

を行うに必要な高度の研究能力と学識を有することを示している。 

 従って，最終試験に関して，審査員全員の一致で，Heller, Marc Andre 提出の博士論文は，

博士（理学）の学位論文として合格と認める。 




